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更年期障害及び卵巣欠落症状に対する卵胞ホルモン剤投与時の子宮内膜増殖
症の発症抑制

4. 効能又は効果

10.2 併用注意（併用に注意すること）
10. 相互作用

次の副作用があらわれることがあるので、観察を十分に行い、異常が認められた
場合には投与を中止するなど適切な処置を行うこと。
11.1 重大な副作用
11.1.1 血栓症（頻度不明）
心筋梗塞、脳血管障害、動脈又は静脈の血栓塞栓症（静脈血栓塞栓症又は肺
塞栓症）、血栓性静脈炎、網膜血栓症があらわれたとの報告がある。［2.6、2.7、
8.3、9.1.7 参照］
11.2 その他の副作用
主な副作用（1%以上）として、不正子宮出血（33.5%）、乳房不快感、頭痛、下腹
部痛、浮動性めまい、腹部膨満、便秘、腟分泌物等が報告されている。

11. 副作用

医薬品リスク管理計画を策定の上、適切に実施すること。
21. 承認条件

富士製薬工業株式会社　富山工場　学術情報課
〒939-3515　富山県富山市水橋辻ヶ堂1515番地
（TEL）0120-956-792　（FAX）076-478-0336

24. 文献請求先及び問い合わせ先

本剤は、子宮のない患者には投与しないこと。
5. 効能又は効果に関連する注意

食後に本剤を投与した場合、Cmax及びAUCが上昇するとの報告がある。食事の影
響を避けるため、食後の服用は避けること。［16.2 参照］

7. 用法及び用量に関連する注意

9. 特定の背景を有する患者に関する注意

8.1 投与前に病歴、家族素因等の問診、乳房検診並びに婦人科検診（子宮内膜細
胞診及び超音波検査による子宮内膜厚の測定を含む）を行い、投与開始後は
定期的に乳房検診並びに婦人科検診を行うこと。［2.2、2.4、9.1.6、15.1.1 参照］
8.2 外国において、卵胞ホルモン剤と黄体ホルモン剤を長期併用した女性では、
乳癌になる危険性がホルモン補充療法（HRT）未実施群の女性と比較して高
くなり、その危険性は併用期間が長期になるに従って高くなるとの報告がある
ので、本剤の使用にあたっては、患者に対し本剤のリスクとベネフィットについ
て十分な説明を行うとともに必要最小限の使用にとどめ、漫然と長期使用を
行わないこと。［15.1.1 参照］
8.3 本剤の服用により、血栓症があらわれることがあるので、次のような症状・状
態があらわれた場合は投与を中止すること。また、患者に対しては、次のような症
状・状態が認められた場合には直ちに医師等に相談するよう、あらかじめ説明
すること。［9.1.7、11.1.1 参照］
 ・血栓症の初期症状
下肢の疼痛・浮腫、突然の呼吸困難、息切れ、胸痛、中枢神経症状（めまい、
意識障害、四肢麻痺等）、急性視力障害等

 ・血栓症のリスクが高まる状態
体を動かせない状態、顕著な血圧上昇がみられた場合等

8.4 投与の中止により、不安、気分変化、発作感受性の増大を引き起こす可能性が
あるので、投与中止の際には注意するよう患者に十分説明すること。
8.5 傾眠状態や浮動性めまいを引き起こすことがあるので、自動車の運転等、危
険を伴う機械の操作に従事する際には注意するよう患者に十分説明すること。

8. 重要な基本的注意

卵胞ホルモン剤との併用において、以下のいずれかを選択する。
 ・卵胞ホルモン剤の投与開始日からプロゲステロンとして100mgを1日1回就寝前
に経口投与する。

 ・卵胞ホルモン剤の投与開始日を1日目として、卵胞ホルモン剤の投与15日目か
ら28日目までプロゲステロンとして200mgを1日1回就寝前に経口投与する。こ
れを1周期とし、以後この周期を繰り返す。

6. 用法及び用量

2. 禁忌（次の患者には投与しないこと）
2.1 本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者
2.2 診断未確定の性器出血のある患者［病因を見のがすおそ
れがある。］［8.1 参照］

2.3 重度の肝機能障害のある患者［9.3.1 参照］
2.4 乳癌の既往歴又は疑いがある患者［症状が悪化するおそ
れがある。］［8.1、9.1.6、15.1.1 参照］

2.5 生殖器癌の既往歴又は疑いがある患者［症状が悪化する
おそれがある。］［15.1.5 参照］

2.6 動脈又は静脈の血栓塞栓症あるいは重度の血栓性静脈炎
の患者又は既往歴のある患者［症状が悪化するおそれが
ある。］［11.1.1、15.1.2、15.1.3 参照］

2.7 脳出血のある患者［症状が悪化するおそれがある。］
［11.1.1 参照］

2.8 ポルフィリン症の患者［症状が悪化するおそれがある。］

9.1 合併症・既往歴等のある患者
9.1.1 てんかん又はその既往歴のある患者
副腎皮質ホルモン様作用により病態に影響を及ぼすおそれがある。
9.1.2 うつ病又はその既往歴のある患者
注意深く観察し、症状の悪化を認めた場合は投与を中止するなど注意するこ
と。副腎皮質ホルモン様作用により病態に影響を及ぼすおそれがある。
9.1.3 片頭痛、喘息又はその既往歴のある患者
病態に影響を及ぼすおそれがある。
9.1.4 心機能障害のある患者
体液貯留を引き起こすおそれがある。
9.1.5 糖尿病の患者
糖尿病が悪化するおそれがある。
9.1.6 乳癌家族素因が強い患者、乳房結節のある患者、乳腺症の患者又は乳房
レントゲン像に異常がみられた患者
症状を悪化させるおそれがある。［2.4、8.1 参照］
9.1.7 術前又は長期臥床状態の患者
血液凝固能が亢進され、心血管系の副作用の危険性が高くなることがある。
［8.3、11.1.1 参照］
9.2 腎機能障害患者
体液貯留を引き起こすおそれがある。
9.3 肝機能障害患者
9.3.1 重度の肝機能障害のある患者
投与しないこと。作用が増強されるおそれがある。［2.3 参照］
9.3.2 中等度以下の肝機能障害のある患者
作用が増強されるおそれがある。
9.6 授乳婦
治療上の有益性及び母乳栄養の有益性を考慮し、授乳の継続又は中止を検
討すること。母乳中に移行することがある。

臨床症状・措置方法 機序・危険因子
肝酵素誘導剤
抗てんかん薬
フェノバルビタール
フェニトイン
カルバマゼピン等

リファンピシン

本剤の作用を減弱させるこ
とがある。

これらの薬物の肝薬物代
謝酵素誘導作用による。

薬剤名等

●その他の注意事項等情報については、電子化された添付文書等
をご参照ください。 2022年12月改訂（第3版）

2021年11月改訂（第2版）

富山県富山市水橋辻ヶ堂1515番地

製造販売元（輸入）

2022年12月作成

2022年
12月1日より
投薬期間
制限が解除
になりました。

Ⓡ：登録商標（BESINS HEALTHCARE LUXEMBOURG S.A.R.L. 所有）

天然型黄体ホルモン製剤

プロゲステロンカプセル

薬価基準収載

処方箋医薬品（注意―医師等の処方箋により使用すること）

更年期障害治療に　　   新たな光
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2000 5   
2001 2   
2002 4   
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2006 11   
2009 1   
2009 9    
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◎商品に関するお問い合わせ先：グリコお客様センター 0120-964-369（ 　　　 ）受付時間
9：00～18：30

3. 母乳と同程度の赤ちゃんにやさしい「塩分量」

1. 母乳のように飲んでほしいから、母乳をお手本にした「味」 1. 幼児期にとってほしい！栄養を「フォロー」

2. 赤ちゃんの発育を考えた、「母乳に近い栄養成分※1」 2. 牛乳にはわずかしか含まれない「鉄分」配合

3. 食事ではとりづらい「カルシウム」配合

4. 日本初！※2発育に大切な「ヌクレオチド」※3配合 4. カルシウムの吸収を助ける「ビタミンD」配合※2 国内のメーカーで初めて
※3 5’-シチジル酸、5’-ウリジル酸ナトリウム、5’-アデニル酸、5’-イノシン酸ナトリウム、5’-グアニル酸ナトリウム

※1 脂質、炭水化物、ナトリウム





2022年10月作成

●効能又は効果、用法及び用量、禁忌を含む使用上の注意等については添付文書をご参照ください。

月経困難症治療剤

処方箋医薬品（注意－医師等の処方箋により使用すること）

レボノルゲストレル・エチニルエストラジオール配合製剤

薬価基準収載

提携

〒108-8532　東京都港区芝浦二丁目5番1号

［製品・販売情報提供活動に関するお問合わせ］
ノーベルファーマ株式会社
カスタマーセンター
     ：0120-003-140

製造販売元（資料請求先）

東京都中央区新川1-17-24














